
一、
 
が
設

け
ら
れ
て
 

達
‘
 
お
り
「
 
コ
ー
ス
 

?
n
.

，「司
ー
 
．
一
 
『
ノ
 

碑
劃讐
護
 

は
県
内
で
も
珍

し
い
オ
オ
ル
リ
、
 

ル
リ
ビ
タ
キ
な

ど
約
二
十
種
の

野
鳥
が
生
息
し
、
 

ま
た
野
草
も
四

百
種
以
上
が
自

生
す
る
自
然
の
 

睡
一
は
た
め
池
や
山
 

カ
 

珍
し
い
野
草
を
観
察
す
る
参
加
者
達
→
 

発行 五所川原市 

〒037 
青森県五所川原市字岩木町12 
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印 刷 和 光 印 刷 

市の人口 総数51,241人（男24,574・女26,667）世帯数H.883 (4 月30日現在） 	（毎月2回 1日・15日発行） 

一．一広報 

③ごしかわら 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

わたくしたちの先人は、不暁不屈の五所川原 
」，魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
・】．開き、今日の活力に滴ちた五所川原市を築き 
’り 上げました。 
に わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
:i． い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
:. し、郷土の限りない発展を願って、こ 

‘り こに市民憲章を定めます。 6ー 

昭和62年 

.AG.640 

,
 
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
・
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 
,
 

飯
詰
・
味
喰
ケ
沢
の
 
「野
鳥

の
村
が
五
月
十
七
日
オ
ー
プ
ン

し
、
開
村
式
を
兼
ね
た
恒
例
の

自
然
観
察
会
に
親
子
づ
れ
な
ど
 
 

約
百
五
＋
人
が
参
加
。
 

こ
れ
は
、
市
教
育
委
貝
会
が

昭
和
五
＋
四
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
九
回
目
。
 

「野
鳥
の
村
」
は
、
集
団
移

転
後
の
民
家
を
昭
和
五
十
ニ
年

か
ら
野
鳥
の
家
と
し
て
利
用
。
 

こ
こ
を
起
点
に
観
察
コ
ー
ス
 
 

宝
庫
で
す
。
 

開
村
に
先
き
立
ち
高
橋
教
育

長
は
 
「美
し
い
自
然
環
境
の
中

で
、
野
鳥
や
野
草
を
よ
く
観
察

し
て
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を

培
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
あ
いさ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
木
村
啓
津
軽
植
物

の
会
会
長
を
は
じ
め
対
馬
隆
さ

ん
（
日
本
野
鳥
の
会
会
員
）
な

ど
五
人
の
案
内
で
、
野
鳥
と
野

草
の
ニ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

コ
ー
ス
を
巡
り
観
察
を
行
い
ま

し
た
。
 

野
鳥
グ
ル
ー
プ
は
、
双
眼
鏡

な
ど
で
野
鳥
を
み
つ
け
て
は
、
 

鳴
き
声
や
姿
な
ど
を
メ
モ
し
、
 

ま
た
野
草
グ
ル
ー
プ
も
珍
し
い

植
物
を
み
つ
け
て
は
図
鑑
で
調

べ
た
り
し
て
自
然
を
心
ゆ
く
ま

で
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
、
昼
す
ぎ
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ス
を
巡
り
、
最

後
に
野
鳥
の
家
に
全
員
が
集
ま

り
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
そ
の

日
の
感
想
を
語
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。
 

野
鳥

の
村
ォ

ー
プ

ン
 

自
然
観

察
会
 
に
 

伽
 
人
一
 



嚇
鵬麟
一
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W
「維
熱
麟
難
耕
難
繰
繊
麟
難
義
範
 

協
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翼
）
一
 

一
一
一
鱗
一
一

（
難一
一
一
）
 
年
喜
」”
一「
 

一i
ii一」
i
i
 

万
円
 

市
で
は
、
昭

和
六
十
一
年
に
 」「議

餐
 

み
な
さ
ん
が
 

次
の
と
お
り
融
資
を
受
け
て
い

加
入
し
て
い
る
 

ま
す
。
 

郵
便
局
の
簡
易
 

o
五
所
川
原
小
学
校
用
地
取
得

保
険
積
立
金
は
、
 

事
業
 
一
億
九
千
七
百
十
万

加
入
者
に
支
払
 

円
 

わ
れ
る
ま
で
の
 

o
第
三
中
学
校
建
設
事
業
 
七

間
に
、
公
共
施
 

千
一
一
百四
十
万
円

設
の
整
備
資
金
 

o
北
部
公
園
整
備
事
業
 
一
一干

と
し
て
市
に
還
 

百
万
円
 

元
融
資
さ
れ
、
 

o
公
営
住
宅
建
設
事
業
 
二
千

地
域
社
会
の
発
 

十
万
円
 

展
と
住
民
福
祉
 

o
既
設
公
営
住
宅
改
善
事
業

の
向
上
に
役
立
 

一
千
一
盲
ニ
十
万
円
 

っ
て
い
ま
す
。
 

o
除
雪
機
械
購
入
事
業
 
五
百
 

（第640号）② 広報ごしょがわら 昭和62年（1987年）6 月 1日 

五所川原市の財政状況を公表

します。 

五所川原市長 森田 稔夫 

執行状況 
昭和62年3月31日現在 この 「五所川原市の財政」 は、市の

財政がどのように運営され、 どのよう

な状況にあるかを知っていたブ；ごくため

に公表しているものです。 

今回は、日召和61年度予算の 3 月31日
までの執行状況を公表します。 

一般会計 

歳入歳出予算額 12,673,541千円 

（繰越明許・逓次繰越を含む。） 

歳 入 

収入済額 10,930,496干円

収入率 86.2% 

(
 

(
 

覇
灘

部
分
は

収
入

率
で

す
o
 

鴨
議

部
分
は

支
出
率
で

す
。
 『帯

離
」線
峯
曹
鼻
 
諸
 
収
 

入
 

墜
 

嚇
鞍
鈴
県
 

支
 
出
 
金

鴎
一Fi舞
一
一
緋
分
担
金
及
び
負
担
金

讐

ii
m
i
i

使
用
料
及
び
手
数
料

響

地
 
方
 
譲
 
与
 
税

難
爾
財

産
収
 
入
 
ほか
 

一
維
譲
「
地
 
方
 
交
 
付
 
税
 

緯
薫
雄
市
 

税
 

議 麗

市
 

債
 

国
 
庫
 
支
 出
 
金
 

還
元
 

第三中学校 

一
一
」
一
一
」
一
一
」
」一
一
 

一
一
議
」
一

一
（
 

69.1% 
ー 93.496引 7% 

叱
川
 

知
一「義
憐
」
「
議
 会
 
費
 
ほ
か
 

商
 
工
 
費

消
 

防
 
費
 

農
林

水
産
業
費

衛
 

生
 
費
 

難
公
 

債
 
費
 

護
韓
豪議
」
」
総
 
務
 
費
 

土
 

木
 
費
 

歳 出 

支出済額 11,525,521千円

支出率 90.9% 

教
 

育
 
費
 

民
 

生
 
費
 

98.8% 

「
 
「
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
「
 
一
 
一
 
一
 

「
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
「
 

義
霊
護

「
護
『
葺
『
77
7葺
億
円
 

鵬
 

一
一
一

響
一
一
一
一
 替

一
一
】
一
一
 

卿
嘱
喜
」
豪
 

別.m 
ーI85.眺 

りm叫 
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-34ー 
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-32ー 
-31ー 
-30ー 
-29ー 
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-27一 
-26ー 
- 2.5 ー 
124一 
-23一 



③昭平1362年（1987年）6 月 1日 	 広報ごしょがわら （第640号） 

全国市町村振興協会 

123,498(1.396) 
青森県市町村職員共済組合 

153.952(1.696) 

市債の状況（一般会計） 
グラフで見る 

昭和引年度予算 

特別会計予算執行状況 

会 	計 	名 
予 算 額 
（千円） 

収入率 

(%) 
支出率 

(%) 
国民健康保険事業勘定

高 等 看 護 学 院

長者森平和公園造成事業

下 水 道 事 業 

老 	人 	保 	健 

農業集落排水事業

工 業 用 水 道 事 業 

3,296,818 

48,428 

4,620 

1,047,746 

1,737,191 

137,169 

47,600 

1
  

っ
】
3
3
5

3

4

4
  

っ
‘
 5
 
5
 
?
 b
 ワ‘
 
っ
‘
 

 

8
 
2
 
0
 3
 
8
 
4
 6
  

●
 

●
 

．
 

●
 

‘
 

■
 

．
 
 

80.5 

90.3 

31.4 

80.5 

89.0 

99.6 

27.3 

中小企業退職金共済事業団 	日本損害保険協会他 

209,440(2.296) 	196.700(2.2%) 

青森県 

211.846(2.3%) 

借入先別 

総額 9.297,946 

（単位：千円） 

公営企業金融公庫 

1 .848. 173 
(19.9%) 

3,730,609 
(40.196) 

清掃車 

消防債 

132.900(1.4%) 

民生債他 

248,0 16(2.6%) 

土木債 

4.832.400 
(52.096) 

~、 

労働債 

236.540(2.696) 

衛生債 

251,256(2.1%) 

災害復旧債 

354.415(3.896) 

総務債 

416.697(4.596) 

目 的 別 

	  総額 9,297.946 

I単位】千円） 

都市計画税 

103,542(3.1%) 

電気税 

141,415(4.296) 

軽自動車税他 

36.087(1 .196) 

市税の負担状況 

収入済額 

3.367,801 

（単位：千円） 

(43.4%) 

固定資産税 

1,271.371 
(37.7%) 

こ
の
積
立
金
 

の
生
活
向
上
に
直
接
役
立

つ
よ

は
、
国
民
年
金
 

う
還
元
融
資
さ
れ
て
お
り
、
市

積
立
金
及
び
厚
 
で

は
昭
和
六
十

一
年
度
に
清
掃

生
年
金
保
険
な
 
卓

購
入
事
業
に
六
百
三
＋
万
円

ど
か
ら
構
成
さ
 
の

融
資
を
受
け
て
い
ま
す
o
 

れ
、
み
な
さ
ん
 

年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
 

除雪車 ili営住宅 



（第640号）④ 
昭和62年（1987年）6 月1日 広報ごしょがわら 

事業促進を要請する森田市長 

説明を聞く県首脳部 

市
で
は
、
 「活
カ
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
行
政
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
五
月
十
五
日
、
青
森
市

で
北
村
知
事
を
は
じ
め
山
内
、
岩
瀬
両
副
知
事
や
県
の
関
係

部
長
を
招
い
て
、
昭
和
六
＋
三
年
度
の
国
や
県
に
要
望
す
る

重
点
事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
、
事
業
の
促
進
や
採択
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。
 

を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
一

層
そ
の
機
能
を
充
実さ
れ
る
よ

う
期
待
し
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
菊
池
総
務
部
長
の

司
会
で
市
の
関
係
部
長
が
事
業

の
内
容
を
説
明
。
 

こ
の
後
、
県
の
関
係
部
長
か

ら
各
事
業
に
つ
い
て
回答
が
あ

り
、
北
村
知
事
が
「
西
北
地
域

の
発
展
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
事

業
が
で
き
る
だ
け
促
進
さ
れ
る

よ
う
、
国
に
働
き
か
け
て
行
き

た
い
」
と
総
括
し
、
最
後
に
吉

岡
助
役
が
お
札
の
こ
と
ば
を
述

べ
て
説
明
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
は
県
首
脳
部
（
の

説
明
を
行
っ
た
十
五
日
の
午
後

に
は
、
国
、
県
出
先
機
関
、
十

六
日
に
は
、
地
元
選
出
の
成
田
、
 

浅
川
両
県
議
、
さ
ら
に
十
九
日

に
は
商
工
会
識
所
な
ど
の
経
済

団
体
に
対
す
る
説
明
会
を
そ
れ

ぞ
れ
開
催
し
、
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
 

最
重
点
要
望
事
業
の
中
か
ら

主
な
も
の
七
件
に
つ
い
て
の
回

答
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
五
所
川
原
大
橋
建
設
事
業
 

同
橋
は
昭
和
六
十
一
年
度
で

用
地
補
償
が
終
了
し
、
今
年

度
か
ら
上
部
工
に
着
手
す
る
。
 

▽
克
雪
タ
ウ
ン
計
画
推
進
事
業

の
指
定
 

五
所
川
原
市
は
、
特
別
豪
雪

地
帯
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
 

克
雪
タ
ウ
ン
指
定
に
県
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
む
。
 

▽
農
道
空
港
調
査
地
区
の
指
定

農
道
空
港
は
幅
二
＋
五
故

長
さ
九
百
六
十
””
が
必
要
。
 

可
能
性
を
検
肘
す
る
。
 

▽
日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道

の
建
設
促
進
 

現
在
策
定
中
の
高
規
格
幹
線

道
路
網
計
画
や
四
全
総
の
中

に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
働
き

か
け
る
。
 

▽
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

に
「
情
報
シ
ス
テ
ム
科
」
の

新
設
に
つ
い
て
 

昭
和
六
十
三
年
度
の
開
設
を

目
指
し
、
予
算
確
保
に
市
と

と
も
に
運
動
を
展
開
す
る
。
 

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
事
業
 

「く
る
み
園
」
は
改
築
の
必

要
性
を
充
分
認
識
し
て
い
る

の
で
前
向
き
に
進
め
る
。
 

▽
広
城
営
農
団
地
農
道
整
備
事

業
 

新
津
軽
大
橋
は
，
今
年
度
に

お
い
て
芦
野
側
の
橋
台
一
基

と
側
道
工
に
着
手
す
る
。
 

説
明
会
は
、
当
日
午
前
九
時

二
十
分
か
ら
青
森
国
際
ホ
テ
ル

で
、
森
田
市
長
を
は
じ
め
助
役
、
 

収
入
役
及
び
関
係
部
長
が
出
席

し
て
行
わ
れ
、市
長
が
「
調
和

の
と
れ
た
産
業
、
工
業
の
振
興
、
 

道
路
、
農
道
、
河
川
等
の
整
備

を
通
じ
、
西
北
津
軽
の
中
心
都
 

市
と
し
て
一
層
都
市
機
能
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
各
種
事
業
の

実
現
に
協
カ
を
お
願
い
しま
す
」
 

と
、
北
村
知
事
が
「
五
所
川
原

市
が
、
津
軽
西
北
五
地
域
広
域

市
町
村
圏
の
中
心
都
市
と
し
て
、
 

そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
敬
意
 



旧十川改修事業に弾み 

,
 

（第640号） 

昭
和
六
十
年
九
月
か
ら
県
に
よ
っ
て
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
旧
十
川
の
十
川
橋
が

一
」
 

の
ほ
ど
完
成
し

五
月
ニ
十
日
、

そ
の
渡
り
初
め

と
開
通
式
を
行
い
完
成
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。
 

広報ごしょがわら ⑤昭和62年（1987年）6 月 1日 

旧
十
川
は
、
市
内
東
側
を
通

リ
岩
木
川
に
注
ぐ
中
小
河
川
で

す
が
、
大
雨
が
降
る
と
は
ん
ら

ん
し
や
す
く
、
昭
和
四
十
五
年
 

か
ら
川
の
拡
幅
工
事
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
十
川
橋
周
辺

は
特
に
川
幅
が
狭
く
、
昭
和
五

土
ハ
年
に
も
大
き
な
被
害
を
出
 

完成 し た 十川 橋全景 

し
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
国
道
3
3
9
号
が

通
る
十
川
橋
を
広
い
川
幅
に
合

う
よ
う
に
新
築
し
た
も
の
で
、
 

橋
長
八
十
五
H

、
幅
員
十
五
」「
 

（
車
道
九H

、
両
側
に
各
三
H
 

の
歩
道
）
で
総
工
費
は
三
億
九

千
百
万
円
で
す
。
 

こ
の
日
は
午
前
十
時
か
ら
交

通
安
全
析
願
祭
が
、
そ
の
後
花

火
を
合
図
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
木
村
恒
五
郎
さ
ん

（
 

8
2）
の
親
子
三
代
家
族
を
先
頭

に
、
県
土
木
部
長
代
理
の
氏
家
 
 

峯
夫
県
河
川
課
長
と
森
田
市
長
、
 

大
橋
金
木
町
長
な
ど
約
三
百
人

が
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
会
場
を
市
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
移
し
約
百
人
が
出

席
し
て
式
典
を
行
い
、
山
館
清

士
五
所
川
原
土
木
事
務
所
長
の

工
事
経
過
報
告
に
続
き
、
森
田

市
長
が
「
こ
の
た
び
の
十
川
橋

の
完
成
に
意
を
強
く
し
、
下
流

部
の
改
修
促
進
に
努
力
し
て
参

り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

来
賓
を
代
表
し
て
、
原
田
一

実
県
議
会
議
長
と
氏
家
河
川
課
 
 

長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
祝
賀
会
に
入
り
、
 

旧
＋
川
改
修
期
成
同
盟
会
副
会

長
の
大
橋
金
木
町
長
が
 
「＋
川

橋
の
完
成
を
契
機
に
、
今
後
更

に
旧
十
川
改
修
事
業
の
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
 
とあ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
橋
の
完
成
は
、
今
後
の
旧

十
川
改
修
事
業
促
進
の
弾
み
と

な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

開通にあたって喜びのテープカッ ト 

渡り初めを行う木村恒五郎さん親子三代家族 
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交
通
安
全

願
い
 

車

両
パ
 
レ
 

田
植
え
ご

く
ろ
、
フ
さ
ま
 

曲辰
作
業
を

督
励
 

期
間
中
の
五
月
十
五
日
に
、
市

交
通
事
故
防
止
対
策
本
部
（
本
 

部
長
・
森
田
市
長
）
 

で
は
車
両
約
二
十
台

が
参
加
し
、
市
内
を

パ
レ
ー
ド
し
て
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
 

し
た
。
 

こ
の
日
は
、
交
通

安
全
協
会
や
町
内
会

連
合
会
な
ど
二
＋
団

体
が
五
所
川
原
警
察

署
前
に
集
合
。
 

田
植
え
が
最
盛
期
を
迎
え
た

五
月
十
四
日
、
森
田
市
長
は
三

好
地
区
を
皮
切
り
に
、
市
内
を

巡
回
し
農
作
業
の
現
地
督
励
を

行
い
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
が
「
田
植
え
大
変

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。
豊
作
目

指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
。
 

農
家
の
人
達
は
 
「今
年
は
苗

の
成
育
も
良
好
で
、
豊
作
が
期

待
で
き
そ
う
だ
」
 
と明
る
い
表

情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

・

ー
 

b
hー

 

パ
レ
ー
ド
に
先
き
立
ち
、
伊

丸
岡
正
夫
五
所
川
原
警
察
署
副

署
長
が
「
市
民
総
ぐ
る
み
の
運

動
を
強
力
に
展
開
し
て
、
交
通

安
全
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
 
と
激励
。
 

こ
の
後
、
二
班
に
分
か
れ
て

市
内
を
二
時
間
に
わ
た
っ
て
パ

レ
ー
ド
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
、
飲
酒
・
暴
走運
転
追
放

な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。
 

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
作

業
を
通
し
て
、
親
と
子
の
ふ
れ

あ
い
を
つ
く
ろ
う
と
五
月
三
日
、
 

市
内
ー
ツ
谷
の
「
チ
ビ
ッ
子
農

園
」
 
がオ
ー
プ
ン
。
 

こ
れ
は
、
市
が
昭
和
四
十
九

年
か
ら
市
内
の
小
学
校
高
学
年

と
中
学
校
の
児童
・
生
徒
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
開
設
し
て

い
る
も
の
で
今
年
で
十
四
回
目
。
 

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
小

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
百
五
十

人
の
親
子
づ
れ
が
参
加
し
ま
し

た
。
 

開
園
に
先
き
立
っ
て
高
橋
教

育
長
が
「
土
に
親
し
み
、
心
と

体
を
鍛
え
な
が
ら
生
産
の
喜
び

と
勤
労
の
尊
さ
を
学
ん
で
ほ
し

い
」
 
と
あ
いさ
つ
し
、
統
い
て

大
屋
市
新
農
業
セ
ン
タ
ー
所
長

か
ら
苗
の
植
え
方
と
管
理
の
仕

方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
 

そ
の
後
、
市
新
農
業
セ
ン
タ
 

ー
で
育
て
ら
れ
た
ナ
ス
、
ト
マ

ト
の
苗
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
が

配
布
さ
れ
、
参
加
者
各
自
に
割

り
当
て
ら
れ
た
農
園

（
一
区画

約
三
十
平
方
H
）
に
植
え
つ
け
、
 

秋
の
収
穫
に
期
待
を
よ
せ
て
い

ま
し
た
。
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
 

五
月
十
一
日
、
五
月
二
十
日
〕
 

三好地区で田植え中の農家を
激励する森田市長（右） 

市内で行われた車i舌iパレード 

苗を植え付1ナる親子 

極

左
暴

力
集

団
の
根
絶

に
ご

協
力
を

ノ
 

☆
あ
な
た

の
周
り
に
極
左
暴
力
集
団
の
 

関
係
者

の
ア
ジ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

通
報
先
 
五
所
川
原
警
察
署
 
公
国
）
ニ
一
四
一
 

【
 



撫
晦
麟
機機
磯
機憾一
 

高 

五 
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~ 
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清掃する五高生達 河川敷を 岩木川 
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、
 

 

五
東
高
 狼
野
長
根
公
園
て
こ
み
拾
い

」
 

 

 

県
立
五
所
川
原
高
等
学
校
（
 

佐
々
木
友
宣
校
長
・
生
徒
数
千

四
十
三
人
）
の
一
学
年
約
ニ
百

九
十
人
と
、
五
所
川
原
第

一
高

等
学
校

（
松
江哲
男
校
長
・
生

徒
数
三
百
八
十
七
人
）
の
春
季

大
会
参
加
者
を
除
く
約
二
百
九

十
人
は
五
月
九
日
、
岩
木
川
河

川
敷
を
清
掃
し
、
市
民
か
ら
喜

ば
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
高
等
学
校
は
、昭

和
六
十
一
年
度
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
実
践
協
力
校
に
指
定
さ
 

ー
れ
、
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
 
 

清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
 

こ
の
日
午
前
九
時
か
ら
約
一
時

間
、
八
班
に
分
か
れ
乾
橋
駐
車

場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
市
庁

舎
前
お
祭
り
広
場
な
ど
を
清
掃

し
ま
し
た
。
 

ま
た
五
所
川
原
第
一
高
等
学

校
は
、
日
頃
サ
ッ
カ
ー
や
陸
上

競
技
、
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
な
ど
の

練
習
に
こ
の
河
川
敷
を
使
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
恩
返
し
を
兼

ね
て
，
生
徒
会
J
R
c
が
自
主

的
に
計
画
を
組
み
、
実
施
し
た

も
の
で
今
回
が
三
回
目
。
 
 

こ
の
日
は
、
乾
橋
上
流
約
一
 

・

五
キ
ロ
H
に
わ
た
っ
て
河
川

敷
を
三
列
横
隊
で
進
み
、
ご
み

な
ど
を
拾
い
上
げ
て
リ
ヤ
カ
ー
 

に
積
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
 

両
校
で
収
集
し
た
ご
み
は
、
 

ご
み
袋
に
約
ニ
百
個
分
と
、
そ

の
多
さ
に
参
加
し
た
生
徒
達
も

あ
き
れ
て
い
ま
し
た
。
 

両
校
で
は
、
今
後
も
奉
仕
活

動
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
の
啓
蒙
を
図
っ
て
行
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

地
域
社
会
の
美
化
に
協
力
し
、
 

社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
、
県
立
五
所
川
原
東

尚
等
学
校
（
須
藤
安

一
校
長
・

生
徒
数
百
八
十
二
人
）
で
は
五

月
一
日
、
狼
野
長
根
公
園
と
周

辺
道
路
を
清
掃
奉
仕
し
、
市
民

か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
同
校
の
春
の
遠
足
に
、
 

四
年
前
か
ら
生
徒
会

（
久
米田

正
会
長
）
が
自
主
的
に
清
掃
奉

仕
を
兼
ね
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
今
回
は
百
八
十
人
が参
加
。
 

清
掃
奉
仕
は
午
前
十
時
か
ら
 

元
人
権
擁
護

委
貝
の
山
谷
清

氏
（
市
内元
町
）
 

に
、
法
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

同
氏
は
、
」
一

月
】
日
を
も
っ

て
退
任
し
ま
し

た
が
、
人
権
擁

護
委
員
と
し
て

ト
年
に
わ
た
り
、
 

い
じ
め
や
家
庭
 
 

約
二
時
間
、
六
班
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
、
空
き
び
ん
や
空
き
缶
、
 

紙
く
ず
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
合
わ
せ
て
ピ
ニ
ー
ル
袋
七
＋

個
分
を
収
集
、
あ
ま
り
の
ご
み

の
多
さ
に
生
徒
達
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
こ
の
よ
う
な
奉

仕
活
動
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
の
大
切
さ
を
学
ん
で

ほ
し
い
と
今
後
も
こ
の
活
動
を

続
け
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
 

内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借
地
、
借
家
、
 

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
等
の

問
題
に
つ
い
て
相談
に
あ
た
り
、
 

市
民
の
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
 

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

去
る
五
月
七
日
、
森
田
市
長

立
ち
合
い
の
も
と
湊
多
嘉
喜
青

森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

感謝状伝達式 

人
権

擁
護
晦
委

『貝
と
し

て
十

年
 

法

務
大
臣

か

ら
感
謝

状
 



字
校
図
書
の
 

ー
 
ー
 
才
 

購
入
に
と
1
0万
円
 巨
 

麟
議
）
義
興
緊
網
触
露
擾
 

松
島
町
の
小
山
さ
ん
 

 

ー
こ
、
 

 

ス
未
来
の
東
北

博
 

   

   

森
田
市
長
を
表
敬
訪
問

ー
 

山
火
事
防
止
を
呼
び
か

け
ノ

・
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ミス未来の東北博を激励する

森田市長（中央） 
高橋教育長に手渡さ才しる
小山俊さん（左） 

松
島
町
の
小

山
俊
さ
ん
（
西

は
五
月
十
三
日
、
 

市
教
育
委
員
会

を
訪
れ
教
育
振

興
会
に
と
二
十

万
円
を
寄
付
、
 

高
橋
教
育
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
去
 

昭
和
六
十
一
一

年
七
月
十
八
日

か
ら
九
月
二
十

八
日
ま
で
、
仙

台
市
港
地
区
で

開
催
さ
れ
る
「
 

未
来
の
東
北
博

覧
会
」
 
の宣
伝

の
た
め
五
月
十

三
日
、

、、IK
未

来
の
東
北
博
の

斎
藤
嘉
久
子
さ

ん
と
藤
井
聖
子

さ
ん
の
二
人
が
、
 r

 
る
三
月
三
十
日
に
亡
く
な
ら
れ

た
夫
吉
之
助
さ
ん
（
元
教育
長
）
 

の
ご
遺
志
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
高
橋
教
育

長
は
「
ご
芳
志
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
の
振
興

に
十
分
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

曽
根
敬
四
郎
未
来
の
東
北
博
覧

会
協
会
事
務
局
分
室
運
営
部
長

に
伴
わ
れ
、
森
田
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
森
田
市
長
と
歓
談

し
た
後
記
念
品
と
し
て
ネ
ク
タ

イ
ピ
ン
を
手
渡
し
、
次
の
訪
間

先
へ
向
い
ま
し
た
。
 

江
良
産
業
脚
代
表
取
締
役
社

長
の
江
良
力
さ
ん

（
市
内毘
沙

門
）
は
五
月
十
三
日
、
市
役
所

を
訪
れ
学
校
図
書
の
購
入
に
と

十
万
円
を
寄
付
、
其
田
教
育
次

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
其
田
教
育
次
長

は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

教
育
の
振
興
に
十
分
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
を
毘
沙
門
小
 
 

学
校
の
図
書
購
入
費
に
ふ
り
向

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

同
社
か
ら
の
寄
付
は
今
回
で
 

」
面
目
と
な
り
、
関
係
者
か
ら

大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

最
近
各
地
で

山
火
事
が
発
生

し
て
い
る
た
め

五
月

一
日
か
ら
 

ー
カ
月
間
、
五

所
川
原
地
区
消

防
本
部

（
消
防

長
・
開
米
興
佐

衛
）
で
は
、
広

報
車
に
よ
る
呼

び
か
け
と
入
山
 

匡
務
モ
ニ
タ

d
 

／
を
委
属
＼
 

/
\
 
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
昭

型
ハ
十
二
年
度
の
国
税
モ
ニ
タ
 

ー
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
 

同
モ
ニ
タ
ー
は
、
国
税
に
関

す
る
納
税
者
の
意
見
、
要
望
、
 

苦
情
な
ど
を
税
務
行
政
に
反
映

さ
せ
、
同
行
政
の
改
善
と
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
毎
年
委
嘱

し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

国
税
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
方
々
 

で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

今
謙
一
（
柳
町）
、
成
田
正

夫
（
敷
島
町
）
、
工
藤
晃
紀

（
 

吹
畑
）
 

者
に
ポ
ケ
ッ
ト
灰
皿
を
配
布
し
、
 

山
火
事
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。
 

山
に
入
る
人
は
、
タ
バ
コ
の

投
げ
捨
て
、
風
の
強
い
日
の
た

き
火
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
”
】
 

統

一
標
語
 

「な
く
す
な
緑
 

な
く
そ
う
山
火
事
」
 

E xPo '87 
TOHOKU 

(
 

入山者にポケッ ト))Z1ll1を

手渡す消防署員 
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民
健
康

保
険
税
の
 

玉 

税

率
変
更
の
お

知
ら

せ
 

身体障

害

者の巡

口診
査
を

行い
ま
す 

ロ 

児

童
手

当
の
現
況

届
を
ノ

・
 

▽
対
象
者
 
な

お
、
脳
卒
中
等
の
障
害
に

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
 

よ
る
人
は
、
発
病
後
三
か
月
以

を
受
け
た
後
、
診
査
を
受
け
た
 
上

経
過
し
て
い
る
こ
と
。
 

こ
と
の
な
い
人
 

▽
受
付
時
間
 
い
ず
れ
も
午

②
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
、
 
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で

障
害
程
度
等
級
の
変
更
、
ま
た
 

▽
診
査
科
目
と
日
程
 

は
更
生
医
療
を
必
要
と
す
る
人
 

耳
鼻
科
 
六
月
十
五
日
（
月
）
 

③
義
肢
、
補
装
具
等
の
交
付
、
 
市
保
健
セ
ン
タ

ー
 

ま
た
は
修
理
を
必
要
と
す
る
人
 

内
科
 
六
月
二
十
九
日
（月
）
 

④
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
 

市
保
健
セ
ン
タ

ー
 

を
受
け
る
た
め
診
査
を
必
要
と
 

眼
科
 
六
月
三
十
日

（
火）
 

す
る
人
 

市
保
健
セ
ン
タ

ー
 

⑤
そ
の
他
 
身
体
障
害
者
で
 

整
形
外
科
 
七
月
十
八
日
（
 

医
療
、
施
設
入
所
の
相
談
を
希
 
土

）
市
保
健
セ
ン
タ

ー
 

望
す
る
人
 

▽
注
意
す
る
こ
と
 

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、
 

昭
和
五
十
六
年
度
改
正
後
五
年

間
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。
 

受
診
率
の
自
然
増
に
加
え
て

医
療
費
の
引
き
上
げ
（
昭和
六

十
一
年
度
）に
よ
り
保
険
給
付

費
が
増
大
し
、
こ
れ
ら
の
対
策

と
し
て
昭
和
六
十
年
度
以
降
は

財
政
調
整
基
金
を
取
り
く
ず
し

て
財
源
不
足
を
補
っ
て
き
ま
し

た
。
 

本
年
度
に
お
い
て
も
、
保
険

給
付
費
の
伸
び
が
子
測
さ
れ
、
 

こ
れ
を
補
う
た
め
に
財
政
調
整
 

《
基
金
を
全
額
充
当
し
て
も
財
源

が
不
足
と
な
る
見
込
み
で
す
。
 

児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
 

す
べ
て
毎
年
六
月
一
日
か
ら
六

月
二
十
日
ま
で
の
間
に
、
現
況

届
を
市
民
課
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の

前
年
の
所
得
状
況
と
六
月
一
日

現
在
の
養
育
状
況
な
ど
を
毎
年

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
 

こ
の
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
 

国
民
健
康
保
険
事
業
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
、
唯

一
の

自
主
財
源
で
あ
る
保
険
税
の
税

率
を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま
し

た
。
 

▽
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
計
算

す
る
所
得
割
を
八

・
五
〇
智

か
ら
九
・
二
〇
」白
に
引き
上

げ
る
。
 

▽
世
帯
の
資
産
に
応
じ
て
計
算

す
る
資
産
割
は
六
〇
・
〇
〇

智
に
据
え
置
く
。
 

▽
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算
す

る
均
等
割
を
五
千
五
百
円
か

ら
九
千
円
に
引
き
上
げ
る
。
 

▽
一
世
帯
い
く
ら
と
計
算
す
る
 

い
場
合
は
、
引
き
続
い
て
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分
以

降
の
児
童
手
当
の
支
払
い
が
一

時
差
し
止
め
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
現
在
受
給
者
で
あ
っ

て
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
四
月

以
降
二
子
目
か
ら
該
当
に
な
る

方
も
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
 
 

平
等
割
を
一
万
円
か
ら
一
万

五
千
円
に
引
き
上
げ
る
。
 

な
お
、
改
正
前
と
改
正
後
の

保
険
税
算
定
額
の
比
率
は
一
四
 

・

七
智
の
増
と
な
り
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
事
業
（
特別

会
計
）
の
主
旨
を
ご
理
解
の
う

え
、
保
険
税
の
納
期
内
完
納
等

に
つ
い
て
、
な
お
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
保
険
年

金
課
保
険
給
付
係

（
廿
⑩
二
一

一
一
番
内
線
二
六
三
番
）
へ
ど

う
ぞ
。
 

さ
い
。
 

▽
提
出
期
限
 
六
月
二
十
日
ま

で
 

▽
提
出
先
及
び
間
い
合
わ
せ
先

市
民
課

（廿
⑩
二
一
一
一
番

内
線
二
七
六
番
）
 
 

回
育
児
休
業
制
度
に
つ
い
て

乳
幼
児
を
持
つ
女
子
労
働
者

が
希
望
し
た
場
合
、
 一
定
の期

間
仕
事
を
休
ん
で
育
児
に
専
念

し
た
あ
と
、
ま
た
も
と
の
職
場

に
も
ど
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。
 

こ
の
制
度
を
と
り
入
れ
、
雇

用
す
る
女
子
労
働
者
に
育
児
休

業
を
与
え
た
事
業
主
に
は
、
育

児
休
業
奨
励
金
が
給
付
さ
れ
ま

す
。
 

▽
奨
励
金
の
額
 

o

中
小
企
業
 
百
万
円

（
初年

次
六
十
万
円
、
二
年
次
四
十

万
円
）
 

o

大
企
業
 
八
十
万
円

（
初年

次
四
十
五
万
円
、
ニ
年
次
三

十
五
万
円
）
 

回
女
子
再
雇
用
制
度
に
つ
い
て

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
理
由

に
よ
り
、
自
社
を
退
職
し
た
女

子
を
一
定
の
離
職
期
間
を
経
た

後
、
再
雇
用
す
る
制
度
で
す
。
 

一
定
の
要件
を
満
た
す
制
度

に
よ
り
再
雇
用
か
行
わ
れ
た
場
 

内
科
受
診
者
は
、
次
の
資
料

が
必
要
で
す
。
 

①
過
去
の
診
療
記
録

（
カ
ル

テ
）
、
ま
た
は
そ
の
写
し
を
持

参
す
る
こ
と
。
 

②
腎
臓
機
能
障
害
の
方
は
、
 

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
濃
度
、
尿

検
査
結
果
を
持
参
す
る
こ
と
。
 

③
呼
吸
器
、
循
環
器
障
害
の

人
は
胸
部
写
真
持
参
の
こ
と
。
 

④
国
民
健
康
保
険
等
の
保
険

証
を
持
参
す
る
こ
と
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事

務
所
福
祉
係

（
か⑩
二

一
一
一

番
内
線
二
一
〇
番
）
（
ど
う
ぞ
。
 

合
、
そ
の
事
業
主
に
は
女
子
再

雇
用
促
進
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

▽
女
子
再
雇
用
促
進
給
付
金
の

額
（
再雇
用
者
一
人
当
た
り
）
 

o

中
小
企
業
 
三
十
万
円
 

0
大
企
業
 
二
十
万
円
 

両
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
青
森
婦
人
少
年
室
 

（
青
森市
新
町
二
丁
目
四
番
一
一

十
五
号
青
森
合
同
庁
舎
内
廿
〇

一
七
七⑩

一
〇
三
三
番
）
ま
で
。
 

青
森
婦

人
少

年
室
か

ら
の
お
知
ら

せ
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回
少
年
団
体
成
人
指
導
者
研
修

会
 

▽
実
施
期
日
 
六
月
二
十
七
日

と
一
十
八
日
二
泊
二
旦

▽
対
象
 
西
北
、
中
南
、
東
青

地
区
の
少
年
団
体
指
導
者
及

び
育
成
者
 

▽
人
員
 
百名
 

▽
内
容
 
レ
クリ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
す
す
め
方
、
野
営
の
持
ち

方
、
情
報
交
換
、
研
究
協
議

回
荒
珠
山
登
山
親
子
の
つ
ど
い

▽
実
施
期
間
 
七
月
ニ
十
五
日

と
一
＋
七
日

（
一
一
泊
一11日
）
 

六
月
一
日
か
ら
、
五
能
線
の
 

，
時
刻
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
お
客
様
の
利
用
状

況
を
踏
ま
え
、
通
勤
、
通
学
列

車
を
中
心
に
時
刻
の
見
直
し
を

し
、
利
用
客
の
要
望
に
こ
た
え

る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。
 

五
所
川
原
駅
関
係
の
時
刻
の

改
正
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
対
象
 
西
北
、
山
南
、
東
青

各
教
育
事
務
所
管
内
の
小
学

校
三
年
生
以
上
中
学
生
ま
で

と
そ
の
親

（
保護
者
）
及
び

少
年
団
体
と
そ
の
指
導
者
 

▽
人
員
 
百
名
 

▽
内
容
 
親
睦
レ
ク
リ
エ

ー
、
ン

ョ
ン
、
野
営
、
発
珠
山
登
山
、
 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
記

念
工
作
 

⑥
荒
珠
の
銀
嶺
に
い
ど
む
親
子

の
つ
ど
い
 

▽
実
施
期
日
 
昭
和
六
十
三
年

一
月
九
日
ー
十
日
（
一
泊
一
一
 
 日

）
 

▽
対
象
 
発
珠
山
登
山
親
子
の

つ
ど
い
と
同
じ
 

▽
人
員
 
百
名
 

▽
内
容
 
正
し
い
歩
く
ス
ギ

ー
 

（
基礎
）
、フ
ィ
ル
ム
フ
ォ

ー
 

ラ
ム
、
親
睦
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
、
ス
キ
ー
ハ
イ
ギ
ン
グ

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立

発
珠
少
年
自
然
の
家
（市
内
大

宇
神
山
字
殊
峯
一
一
七
の
六
〇

一
云
⑩
三
三
〇
三
番
）
（
ど
う

ぞ
。
 

r手
話
講

習
 

，
 
五

所
川
 

市
民
に
手
話
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
聴

覚
障
害
者
の
福
祉
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
き
ま
す
。
 

▽
日
程
 
六
月
十
日
I
九
月
三

十
日

（
毎週
水
曜
日
）
 

▽
時
間
 
午
後
六
時
三
十
分

5
 

八
時
 

▽
会
場
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
受
講
者
 
聴
覚
障
害
者
の
福

祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
し
、
 

将
来
手
話
奉
仕
員
、
手
話
通
 

税

に
関
す
る
、
 

作
文
募

集
 

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
皆

さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

マ
応
募
資
格
 
高
校
生
 

▽
テ
ー
マ
 
税
に
関
す
る
も
の

で
あ
れ
ば
自
由
。
 

▽
応
募
数
 
一
人
一
編
、三
千

字
以
内
 

▽
締
切
 
九
月
五
日

（
土
）ま

で
に
五
所
川
原
税
務
署
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

“

っ

あ
協

一
 

訳
者
及
び
ろ
う
あ
者
と
の
交

流
を
希
望
す
る
人
。
 

▽
受
講
料
 
無
料
（
た
だし
テ

ギ
ス
ト
代
初
級
四
百
円
、
中

級
五
百
八
十
円
）
 

▽
問
い
合
わ
せ
先
 
高
満
美
嘉

さ
ん

（か
＠
二
六
九
三
番
）
 

ま
た
は
一
戸
千
加
子
さ
ん

（
 

。
⑩
六
九
〇
四
番
）
（
ど
う

ぞ
。
 

協
力
 
五
所
川
原
手
話
サ
ー
ク

ル
ひ
ま
わ
り
 

全
国
作

文
コ
ン

ク
ー
ル
募

集
 

▽
応
募
資
格
 
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
 

▽
テ
ー
マ
 
北
方
領
土
に
つ
い

て
考
え
よ
う
 

▽
作
品
規
定
 
市
販
の
四
百
字

詰
原
稿
用
紙
二
枚
程
度

▽
締
切
 
七
月
十
五
日
ま
で

▽
提
出
先
 
東
京
都
千
代
田
区

平
河
町
二
丁
目
十
四
ー
三

日
本
青
年
会
議
所
 
北
方
領

土
特
別
委
員
会
 

地
域

優
良
 

木
造
住
宅
 

制
度

の
概
要
 

▽
対
象
住
宅
の
要
件
 
①
耐
久

性
向
上
の
た
め
の
諸
工
事
及

び
断
熱
工
事
の
実
掩
 
②
県

産
材
の
活
用
（
全
木
材
使
用

量
の
五
〇
智
以
上
）
。
 

▽
公
庫
融
資
 
二
百
万
円
の
割

増
貸
付
を
実
施
す
る
。
 

▽
県
の
助
成
 
公
庫
借
入
金
の

返
済
残
高
に
対
し
て
、
〇

・

五
智
の
利
子
補
給
を
五
年
間

実
施
す
る
。
 

▽
申
し
込
み
 
公
庫
業
務
取
扱

金
融
機
関
窓
口
。
 

建
設
基
準
の
詳
し
い
こ
と
は
、
 

県
土
木
部
建
築
住
宅
課
住
宅
企

画
班

（
。
〇
一
七
七＠
一
一
一

一
番内
線
四
三
五
七
番
）
へ
ど

う
ぞ
。
 

市
保
険

年
金
課

か
ら

の
お
願
い
 

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を

ま
だ
更
新
し
て
い
な
い
方
は
、
 

至
急
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
五
月
一
日
か
ら
は
、
 

各
支
所
分
も
市
保
険
年
金
課
で

更
新
し
て
い
ま
す
。
 

楚
珠
少

年
自

然

の
家
 

一
 

一
 

一
主
催

研

修
事

業

の
お
知
ら

せ
 

ム
誠
 

《
 

r
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月日 場 	 所 時 	間 

7
月

7
日

四
 

川 9:30・.- io:oo 
桜 	田 桜田築会所前 io:io - 10:40 
沖飯詰 古川繁春宅前 10:50~ 11:10 
挑 	崎 葛西勘之丞宅前 11:20- 	11:50 
尻 	無 新谷電気商会前 13:00~ 13:30 

十 13:40 - 14:10 
漆 	川 木村キンコ宅前 14:20 - 15:00 

7
月

8
日

昭
 

米 	田 安田俊夫宅前 9:30 - 	9:50 
悪 	戸 コミュニテイセンター松島前 io:oo~ 10:20 
宮 	田 渋谷六郎宅前 10:30~ 10:50 
金 	山 金山児童館前 11:00~ 11:20 
川代田 工藤甚一郎宅前 13:00 - 	13:20 
前液、中村山内啓司宅前 13:30~ 13:50 
ー野坪 対馬静賢宅前 14:20~ 14:40 
石 	畑 石畑集会所前 14:50 - 15:10 

7
月

9
日

駆
 

馬 	性 馬性集会所前 9:30 - 	9:50 
吹 	畑 毛内光春宅前 io:oo~ 10:20 
松島町 毛内商店前 10:30~ 11:00 

” 	菊地理容所前 11:10 - 11:40 
” 	松島会館前 13:00 - 13:30 

木村昂悦宅前 13:40~ 14:00 
田 園町 田園町集会所前 14:10~ 14:30 

7
月

1
1
0
H
囲
 

中 	泉 中泉集会所前 9:30 - io:oo 
梅 	田 梅田研修センタ―前 10:10~ 10:40 
みどり町 コミュニテイセンタ一栄前 10:50~ 11:30 
下岩崎 下岩崎集会所前 13:00 - 13:30 
共 	栄 共栄集会所前 13:40 - 14:00 

m
月

1
'
9
日

目
 

大 	町 レストラン藤吉郎前 9:30 - 	9:50 
布屋町 西北中央病院前 10:00~ 10:40 
鎌谷町 防災コミュニテイセンタ―前 10:50 - 11:40 
一ッ 谷 大和山道場前 13:00~ 13:20 
平和町 平和町集会所前 13:30~ 13:5o 
田 	町 白衣神社前 14:00~ 14:20 
新 	町 保健センター前 14:30 - 14:50 

m
月

2
0H
四
 

上平井町 中央集会所前 9:30 - 10:00 
中平井町 五所川原小学校前 10:10 - 10:50 
幾世森 老人ホ一ムくるみ園前 11:00~ 11:40 
若 	葉 県営集会所前 13:00 - 13:30 

森の家前 13:40~ 14:lo 
新 	宮 新宮公民館前 14:20 - 14:50 
末広町 保健所前 is:oo~ 15:30 

10

月21H
胆 

旭 	町 斉勝駐車場前 9:30 - 10:00 
大 	町 マルトモデパ一ト駐車場前 io:io - 10:40 
錦 	町 新岡肥料店前 10:50 - 11:20 
寺 	町 木村石油寺町給油所前 11:30 - 12:00 
小 	曲 農村婦人の家前 13:00~ 13:30 

” 	工藤勲宅前 13:40 - 14:10 
岩木町 市民文化会館前 14:20 - 14:50 

たばこは、市内から買って．/ 

あなたが市内でたばこをお買い

い求めになりますと、たばこI肖

費税が市の」収入（たとえばマイ

ノレドセフ’ン1箱にーつき41円40銭） 

になります。 

地区保健協力貝を通じ受診票を配布します。 

（検診車にも準備しています。） 

詳しくは市衛生課（廿国2111番内線272番）一、 

どうぞ。 

※受診は都合の良い場所てーできます。 

月日 場 	 所 時 	Ill 

6
月

2
2H
周
 

前田野目 西塚商店前 9:30 - 	9:50 
” 	大坂登宅前 10:00 - 10:20 

福士商店前 10:30 - 10:50 
高 	野 文化センター前 11:00 - 11:40 
持子沢 三上商店前 13:00 - 13:30 
羽野木沢 コミュニテイセン夕ー七和前 13:40 - 14:10 

6
月

2
3H
四
 

原 	子 コミュニテイハウス原子前 ま30~ 9:50 
俵 	元 農産物加工センター前 io:oo - 10:20 
豊 	成 工藤友衛宅前 10:30~ 10:50 
野 	里 野里公民館前 ii:oo - 11:20 
神 	山 コミュニテイセンタ一長橋前 13:00~ 13:30 
松野木 松野木集会場前 13:40~ 14:00 
福 	岡 佐々木商店前 14:10 - 14:30 
富 	柵 太田寛蔵宅前 14:40 - 15:00 

6
月

2
4H
胆
 

福 	山 石岡給油所前 9:30 - 	9:50 
浅 	井 秋田重勝宅前 io:oo - 10:20 
七ッ舘 集会所前 10:30 - 10:50 
広 	田 一戸淳ー宅前 ii:oo - 11:20 

” 	鳴海謙宅前 11:30 - 11:50 
描 	測 集会所前 13:00 - 13:30 
三ッ谷 坂本甚作宅前 13:40~ 14:oo 

6
月

2
5日

監
 

湊 	胸肩神社前 9:30 - 10:00 
団地集会所前 io:io - 10:40 

姥 	葱 集会所前 10:50 - ii:io 
稲 	実 消防屯所前 ii:zo - 11:40 
水野尾 集会所前 13:00 - 13:20 
唐笠柳 橘文雄宅前 13:30~ 13:50 
ニ本柳 寺田時雄宅前 14:00~ 14:20 
石 	岡 寺田武遭宅前 14:30~ 14:50 

6
月

2
6H

諮
 

若 	山 公民館前 9:30~ 	9:50 
戸 	沢 斉藤精米所前 io:oo - 10:20 
朝日興隆 婦人ホーム前 10:30 - 10:50 
飯 	詰 秋元商店前 ii:oo -・ 11:30 

'I 	飯詰支所前 13:00 - 	13:30 
” 	新岡兵三宅前 13:40 - 	14:10 
” 	浜舘健一宅前 14:20~ 14:50 
” 	野宮義造宅前 15:00~ 15:30 

6
月

2
9H
周
 

長 	富 増田晃逸郎宅前 9:30~ io:oo 
長富集会所前 io:io~ 10:40 

” 	高橋文弘宅前 10:50 - 	11:20 
毘沙門 （中崎）成田幸雄宅前 13:00 - 	13:20 

” 	支所前 13:30 - 14:00 
” 	集会所前 14:10~ 14:30 

7
月

6
日

周
 

上藻川 川浪民也宅前 9:30 - 10:00 
下藻川 大川商店前 1o:io - io:io 
鶴ケ 岡 三好保育園前 10:50~ ii:io 

I, 11:20 - 11:50 
福 	井 小笠原清衛宅前 13:00 - 13:20 
種 	井 公民館前 13:30 - 13:50 
田 	川 集会所前 14:00 - 14:20 
高 	瀬 集会所前 14:30 - 14:50 

『

ー
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麟図畿 
市立図書館 

書 	名 箸者名 iI「 	名 著者名 

神のアルバム 森本 哲郎 はヒめて俳句を作る 中村 汀女 

神 	社 川ロ 謙ニ 紅梅館おとせ 平岩 弓枝 

行は一生不断 鎌田 茂雄 信長恋す 小野 	稔 

古代史の謎を探る 黒岩 重吾 血ぬられた法王―族 桐生 	操 

森の暮らしに憧れて 一
 

 ウ
」
一
 
ュ
代
 
ス
子
 

夜の光に追われて 津島 佑子 

ふるさと産業I級興作
戦 飯田清悦郎 糸の別れ 林 	郁 

家計と借金の法則 邸 	永漢 雨彦のにんげん四季
報 青木 雨彦 

新しい年金の上乎女
受け方 園井 園長 死に急，ぐ鯨たち 安部 公房 

試験と学歴 天野 郁夫 安閑園の食卓 辛永 

誓旨‘器にもおもち 小林るっ子 
ニュ一ョークの24時 
I旧 千葉 敦子 

子どものしっけのポ
イント 玉越 三朗 キネマの天地 井上ひさし 

先端技術と物理学 大槻 義彦 怪奇博物館 赤川 次郎 

魚調理のこて》 成瀬 字平 大江戸仙境録 石川 英輔 

お母さんは小児科 小林 	登 虎口からの脱出 景山 民夫 

オイル・ロ一ド 小山田 正 夜が傷っけた 北方 謙三 

夢染人 永田 	崩 双頭の蛇 栗本 	薫 

漆の本 永瀬 喜助 風のように走った 笹沢 左保 

夢の地図 日比野挑子 北斎殺人事件 高橋 克彦 

現代文章作法 講 談 社 鈴の鳴る道 星野 富弘 
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「愛の献血」お願いします 
」切 	日 時 	 間 場 	所 

6 月17日 

（水） 

午前10時から 
正午まで 

県合同庁舎前 
（栄町） 

午後1時から 
2時まで 

東北電工（五）営業所 

（五ー中通り） 

午後 2 時30分から 
4 時まで 

五所川原第一高校 
（元町） 

無料巡回診療 
疾病の早期発見のため、無米斗巡回診療を行い

ます。 当該地区の方はお気軽にどうぞ。 

月 	日 地区名 時 	「 Ii 場 	所 医 師 名 

6 月16日 
（火） 

朝日興隆 午後 l時 
~2時 婦人ホーム 兼平 	亘先生 

6 月17日 
（水） 

若 	山 午
 
後

一
 
●

1
2
  

時
時
 

若山公民館 小笠原精樹先生 

6 月18日 
（木） 

前田野目 午後1時 
~2時 

前田野目 
公民館 白 戸千之先生 

6 月19日 
（金） 

共 	栄 午
 
後

、
 

1
2
 

時
時
 

共栄集会所 三上光次先生 

6 月25日 
（木） 

長 	僑 午後1時 
~2時 

コミュニテイ
センター長橋 佐藤 	実先生 

6 月26日 
（金） 

中 	泉 午
 
後

一
 

4
l
2
 

 

時
時
 

中泉公民館 対馬昭幸先生 

~ 

みんなの健康教室 
ン日 時 6 月 2 6 日（金）午後 1時 

ン」易 所 市保健センター 

ン講 師 石森伸二先生 

（健生病院五所川原診療j折長） 

ンテーマ 「肥満と病気」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

62年度歯の健康診断室 
レ日時 6 月 6 日（土） 午前10時～午後 3 時 

ン場所 市保健センター 

ン内容 歯の無月斗健康診査、歯の磨き方指 

導、図画・ポスターの展示、歯科関連物 

の展示 

I.主催 県歯科医 I1j会北五支部会 

＞後援 市民保健協議会・五戸斤川原市 

' 
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